
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

３月１日に平成 14 年度の教育

研究発表会を開催しましたところ，

土曜日の午後にもかかわらず，会

場あふれんばかりの皆さんにご参

加いただきました。 
京都市内 119 校から 273 名の教

職員の皆様をはじめ，市内からは，

大学関係者や学生の皆さん，そし

て来年度の採用予定の皆さんにも

多数ご参加いただきました。門川

大作教育長も各分科会の発表に参

加しました。 

北は北海道，南は宮崎県など，

全国32の都道府県から157名もの

方々にお越しいただき，総数 453

名，昨年度の２倍以上の参加者と

なる大盛会となりました。 

大研修室での全体会は満席の中，

清水所長より「総合教育センター

がめざすもの」と題し，講演が行わ

れました。 
教育改革期における開かれた学

校づくりをめざし，保護者・市民の

期待と信頼に応えていくために，教

職員の資質・指導力の向上を図る教

育センターを中心とした研修の充

実とともに，教職員一人一人の自主

的研修を積極的にバックアップし

ていく京都市独自の制度の創設，そ

して日々の教育実践を具体的にサ

ポートしていくための指定都市初

の「カリキュラム開発支援センタ

ー」の開設が具体的に示されまし

た。 
「次年度からの『京都市総合教育

センター』に期待します。」「京都

市の教育の更なる充実に向けた方

向性が明確に伝わってきて，本校の

課題と取組が見えてきました。」と

いった感想をいただきました。 
その後，研究課指導主事より，京

都市が進める教育研究の基本的な

考え方と三つの分科会の方向付け

がなされました。 

分科会Ⅰでは，子どもと保護者

1000 組を対象とした家庭教育調

査，ＡＤＨＤ及び周辺の子どもた

ちに対する特別支援教育，小学校

英語活動の在り方，指定都市共同

で実施した生活意識調査の４本の

研究を発表しました。 

「『その通り』『やっぱりそうだ

ったのか』と思わせるものがあり，

研究課の基礎調査・基礎研究の大

切さ，現場の先生へのサポート体

制の素晴らしさを感じました。」

「子どもの実態から出発し，資料

をもとに今の教育課題に対し明確

に方策が示され，大変現場で生か

せる発表でした。」といった感想を

いただきました。 

分科会Ⅱでは，自己評価の意味

を改めて考える学習評価の研究，

小・中学校の系統性を踏まえた理

科学習の在り方，各教科の学習と

関連させた情報教育の進め方，そ

して自らの力量を高める教員研修

の在り方と，四本の研究発表を行

いました。 

「各発表とも，学校での実践を

紹介していただいているので，理

論とのつながりがよくわかりまし

た。校内研修も一人一人が意欲

的・主体的に参加できるものとし

ていきたいです。」「大変勉強にな

りました。今日の研究発表会の内

容を自分も実践していけるようが

んばっていきたいと思います。」と

のご意見をいただきました。 
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分科会Ⅲでは，「心の健康」を育

むことをめざした運動部活動の在

り方，生徒の職場体験を活かした

道徳教育，複数の教科や領域を組

み合わせて進める中学校での人権

教育と，小・中学生 3000 人を対象

とした学習意欲調査の結果を報告

しました。 

「教育の重要性，教師にとって

は『授業の面白さ』とその責任を

強く感じました。」「毎日授業に追

われ,永松が遠くなりますが,情報
を利用していかねばと思いました。

本日の発表の内容は,子どもを理
解するためのわかりやすいデータ

でした。ありがとうございまし

た。」などの力強いご感想をいただ

きました。 

 いずれの分科会場も，熱心に聞

き入ってくださる方々であふれ，

急遽ロビーにテレビ放映する事態

にまで至りました。他府県から参

加された方々からも，以下のよう

な貴重なご意見をいただきまし

た。 
「永松記念教育センターの研究

の豊かさ，深さにあらためて勉強

させられました。」「研究の熱いエ

ネルギーをとても感じました。」

「分科会のテーマ一つ一つが，重

要なもので，中身が濃い提案でし

た。」「多くの素晴らしい研究発表

に感心しました。他県から参加し

ましたが，京都市の教育の情熱を

感じました。」「研究のテーマ決定

や研究体制がとてもよいと思いま

した。」「子どもたちへの熱い思い

が具体的な形で伝わってきまし

た。」「元気が出てきました。久し

ぶりに満足の行く研究会でした。」 

 今回の研究発表会は，時間的制

約の中での発表であり，決して研

究の全体像を報告できたわけでは

ありませんが，このように，参加

された皆様から数多くの励ましの

ご意見をいただきました。 
中でも，「研究紀要に期待しま

す。」との意見もいただき，そうし

たご期待に応えられるよう，現在，

報告のまとめを急いでおります。

４月には，各学校に「研究紀要」

とその CD-ROM 版をお届けいたし

ますので，ぜひご覧いただき，各

校での実践や研修などに活かして

いただけたらと思います。ご参加

いただいた皆様，本当にありがと

うございました。 
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指定都市教育研究所連盟【編】『『教教育育改改革革のの中中のの子子どどももたたちち』』  

――生生活活・・人人間間関関係係・・自自己己像像・・学学校校のの視視点点かからら――  

教育研究発表会の分科会Ⅰでも報告しましたが,当教育センターが加盟する指定都市教育研究所連盟で

は,平成 12 年度より進めてきた共同研究の成果を,上記の本にまとめて刊行しました。今回の研究は，教育

改革の真っ只中で，子どもたちの生活や意識の実際はどうなのか，はたして子どもたちは変わったのかとい

う問題意識のもと，全国の政令指定都市の子どもたち 14400 人を対象にした他に類をみない大規模な質

問紙調査に取り組んできた結果をまとめたものです。 

その内容は,「子どもの生活」「子どもの人間関係」「子どもの自己像」「子どもと

学校」の四つの観点からまとめられていますが,とりわけ今回の研究の大きな特徴

として,過去に実施された調査問題を再び活かすことで，子どもたちの変化を明ら

かにしようとしたことです。例えば，「おこづかいの額」や「就寝時間」,「友だち

の数」「生き方として大事なこと」などについては 23 年前のデータと比較し，「友

だちからの信頼」や「家の人と話せない理由」は，20 年前のデータと比較して分

析・考察しています。その他にも，興味深い調査結果が示されおり,校内研修や保

護者懇談会の資料などに活かしていただくことができます。 

           ３月末には各学校に一冊ずつ送付いたしますが,ぜひ,多くの教職員の皆様に読ん

でいただきたいと思います。  
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